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私の研究⽅針

研究の対象
• 都市と農村のあいだ、⼈と⾃然のあいだ（多摩・三浦丘陵

群の⾥⼭）
• ⽇本と外国のあいだ（国境離島の島じま：⼋重⼭、対⾺）

研究のねらい
• 輝かしい⾼度成⻑（「昭和」）後の、フツーに幸せを感じ

る社会のあり⽅を考える。
• 反近代ではなく、近代の功罪を抱きしめつつ、少しでもマ

シな社会を構想する。

2０．はじめに



本研究プロジェクトで考えたいこと

1. 都市近郊の⾥⼭ガバナンスをめぐるNORA＋TAMAの実践：
多摩・三浦丘陵群 ←本⽇お話しすること

2. Green Giftプロジェクト（東京海上⽇動）に基づく環境教育
・地域づくりの実践：⼩松・城北地区（相模原市緑区）

０．はじめに 3



Green Giftプロジェクト

０．はじめに 4



０．はじめに 5



０．はじめに 6

東京海上⽇動とともに
環境保護に取り組む22団体
2016年10⽉〜2019年9⽉



０．はじめに 7



０．はじめに 8

⼩松・城北地区の実施体制

東京海上⽇動
横浜⽀店

関東EPO

NORA＋TAMA
（⼀社）まちやま

⼩松・城北「⾥⼭」
をまもる会

神奈川県
相模原市



０．はじめに 9

⼩松・城北地区の実施実績



０．はじめに 10

協働ハンドブック（GEOC）



０．はじめに 11



０．はじめに 12



シンポジウムへの助⾛として

13

環境社会学会⼤会
2017.12.3（⽇）
明治⼤学駿河台キャンパス

０．はじめに



本⽇の発表のねらい

• NORAという環境NPOの代表Mさんが、な
ぜそのような環境運動をおこなっているの
かを、Mさんの意味世界を理解しながら考
察しようとする環境社会学的な試み。

14０．はじめに



本⽇の発表に関連する過去の研究
• 松村正治 2000 『都市近郊の⾥⼭保全 NPO に関する研究：ボランティアの参加動機

と期待される社会的機能とのずれに注⽬して』（1999年度東京⼯業⼤学社会理⼯学
研究科修⼠論⽂）.

• 松村正治 2007 「⾥⼭ボランティアにかかわる⽣態学的ポリティクスへの抗い⽅：⾝
近な環境調査による市⺠デザインの可能性」『環境社会学研究』13: 143-157.

• 松村正治・⾹坂玲 2010 「⽣物多様性・⾥⼭の研究動向から考える⼈間-⾃然系の環
境社会学」『環境社会学研究』16: 179-196.

• 松村正治 2013 「環境統治性の進化に応じた公共性の転換へ―横浜市内の⾥⼭ガバナ
ンスの同時代史から」宮内泰介編『環境保全はなぜうまくいかないのか―現場から
考える「順応的ガバナンス」の可能性』新泉社: 222-246.

• 松村正治 2015 「地域主体の⽣物多様性保全」⼤沼あゆみ・栗⼭浩⼀編『シリーズ環
境政策の新地平 4 ⽣物多様性を保全する』岩波書店: 99-120.

15０．はじめに



本⽇の話題

0. はじめに ：本研究プロジェクトで考えたいこと

1. NORAとは？

2. 森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状

3. NORAの課題対策への考え⽅と具体的なアプローチ

161．NORAとは？



NPO法⼈よこはま⾥⼭研究所（NORA）とは
• 2000年設⽴ 2001年法⼈格取得

• ⾥⼭とかかわる暮らしを実践することにより
– ⾥⼭の⽣態系を豊かにするとともに
– 私たちの暮らしの質も⾼めることをめざす

都市住⺠中⼼のNPO

• 会員数 100名 （内スタッフ20名）

• 40〜50代中⼼ 男：⼥=６：４

171．NORAとは？



181．NORAとは？



NORA設⽴の背景・経緯
• 1980年代〜 横浜市内で⾥⼭保全活動が活発に。

• 1996年 10団体でよこはまの森フォーラムを結成。
⾏政と協働しながら、全国雑⽊林会議など、各種イ
ベントや講座を企画・実施。
→助成⾦が途絶えて、活動縮⼩後、解散。

• 2000年 ⾥⼭保全+コミュニティビジネスを⽬ざし、
よこはま⾥⼭研究所（NORA）を設⽴。
2001年NPO法⼈化。

191．NORAとは？



NORAの事業と⾥⼭モデル

ムラ
（集落）

ノラ（耕地）

ヤマ（林野）
オクヤマ

都市住⺠が、⽇常的にヤマ、ノラ、ムラをつくり、
ハレを楽しみながら、イキモノを豊かにする。

201．NORAとは？
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1．NORAとは？



221．NORAとは？



231．NORAとは？



名称：川井特別緑地保全地区
（略称：川井緑地）

⾯積：5.3ha
（個⼈3.1ha, 市2.2ha）

根拠：横浜市協働による森づ
くり要綱に基づく活動

定例活動⽇時：第2・第4⽇曜
10時〜16時
平均参加⼈数：約12名

241．NORAとは？



NORAの⼭仕事@川井緑地
• 2003年 ごみの不法投棄問題を解決するため、地域を

巻き込みクリーンアップを実施（5年間で40t回収）。

• ごみの⽚付け後、森林再⽣に着⼿し、下刈り、除間
伐、植樹、製材などの保全活動を定例化。

• 森林・⼭村多⾯的機能発揮対策交付⾦を活⽤した。

251．NORAとは？



NORAの⼭仕事〜利⽤できる森づくり
1. ⽊材の利⽤ 規格化

– 直径20cm以上：⻑さ300cm（→簡易製材→板材）

– 直径20cm以下：⻑さ120cm→薪割り→薪⽤

3．森づくり活動のこれから 26



NORAの⽊材活⽤例
←川井緑地外周道路にデッキを設置
（平成20年度ヨコハマ市⺠まち普請事業）

↑
はまどまのカウンター・本棚に利⽤

271．NORAとは？



NORAの⼭仕事〜利⽤できる森づくり
2. 森の恵みの利⽤

3. 森林空間の利⽤ ガッツリ系-和み系

281．NORAとは？



⽵を活かす⼭仕事@中井町
• 親しい農家に頼まれ、⽵林0.4haの除間伐に協⼒。
• マダケの伐出→⽵細⼯の材料
• もり・みず 市⺠事業⽀援補助⾦（神奈川県）を活⽤。

291．NORAとは？



もったいないから⽵細⼯@はまどま
• ⽵かご教室：7種の⽵かごの編み⽅を教わる。

• ⽵細⼯⼯房：⽵ひご、カトラリーなどを⾃主的につくる。

301．NORAとは？



本⽇の話題

0. はじめに ：本研究プロジェクトで考えたいこと

1. NORAとは？
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312．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状
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⾸都圏における森林ボランティア活動の経緯
• 1980年代後半〜 市⺠団体による活動の始まり

− 1983年 舞岡公園予定地で⾕⼾を守る運動 ←⾥⼭保全
− 1986年 ⻄多摩地域の雪害被害⽊の⽚付け ←林業⽀援

• 1990年代 森林ボランティア活動の広がり
− 1995年 第1回森林と市⺠を結ぶ全国の集い開催
− 1994年 東京の⽊で家を造る会設⽴
− 1995年 森づくりフォーラム結成
− 1996年 よこはまの森フォーラム結成
− 1999年 NORA・神奈川森林エネルギー⼯房設⽴

2．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状
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森林ボランティアに関する本

200420001999 2001

2．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状



全国的な⾥⼭保全の経緯
1980年代
• ⾥⼭保全の黎明
• ⾥⼭の意義の再発⾒
1990年代
• 市⺠による⾥⼭保全の展開
2000年代
• ⾏政による施策・事業展開
2010年代
• 各地の⾃治体に⾥⼭条例

342．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状
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⾥⼭保全に関する本（1980〜90年代）

199719911988 1996

2．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状
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⾥⼭ブーム

１．森づくり活動のこれまで

1995
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2000年代〜森林ボランティア・⾥⼭保全の展開
• 2000年 愛知万博「海上の森」開発断念
• 2002年 新・⽣物多様性国家戦略 ⾥⼭の危機
• 2003年 林野庁、森林ボランティア⽀援室を設置
• 2007年 21世紀環境⽴国戦略を閣議決定

→SATOYAMAイニシアティブ
• 2010年 ⽣物多様性条約COP10名古屋開催
• 2013年 森林・⼭村多⾯的機能発揮対策交付⾦

2000年代以降、⾏政による⽀援・事業が進んだ

2．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状



森林づくり活動の現状と課題

2．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状
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拡⼤期

停滞・縮⼩期

2．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状



森づくり活動の実態調査（H27年度）結果概要

• 活動団体数の拡⼤期から停滞・縮⼩期へ

• 活動内容の多様化
森づくり＋環境教育、普及啓発、都市⼭村交流 etc.

• 運営・技術の⾼度化
専従スタッフ有、主伐や搬出も ←林野庁交付⾦？

• 課題は解消されていない
メンバーの⾼齢化、スタッフ・活動資⾦の確保

402．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状



森づくり活動の停滞は問題なのか？
• 1980〜90年代、都市住⺠が森林・⼭村に関われる数少ない

⽅法として森林ボランティア活動があった。しかし、多く
の⼈びとは都市⽣活と補完的なレクリエーションだった。

• リーマンショック（2009）、東⽇本⼤震災（2011）後の現
在、都市⽣活の脆弱性よりも、地域に根ざした農⼭村での
仕事と暮らしを志向する⼈びとが増えている。地域おこし
協⼒隊などの地⽅創⽣策の⽀援もあって、⽥園回帰の兆し
が⾒えている。

412．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状



⾥⼭保全活動の現場における課題

• ⽣態系管理
⽬標植⽣を⽴てて活動をおこない、モニタリング調査を実
施しながら、順応的に⽣態系を管理するのが理想だが･ ･ ･
→⽣態学的ポリティクス

• リスク管理
「怪我と弁当は⾃分持ち」では済まない。安全管理の徹
底、技術レベルに応じた活動が必要だが･ ･ ･

• 持続可能な組織経営
メンバーの⾼齢化、スタッフ・活動資⾦の不⾜に対して
は、新しいアプローチが求められるも･ ･ ･

422．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状



432．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状



442．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状
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「平成29年度『森林・⼭村多⾯的機能発揮対策交付⾦』についてのご紹介」より

2．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状



森林ボランティアの参加動機

⾥⼭保全は
副次的⽬的

⾥⼭保全が
主⽬的

⾃分がおこなう

他⼈と共におこなう

次世代に⾃然を残したいから

農林業に携わりたいから

⾃然（植物）の知識を得たいから⾝体を動かすことが好きだから

狭い⼈間関係から抜け出したいから

《市⺠運動型》

《環境学習型》

《関係志向型》

余暇に社会で役⽴つことをしたいから
⾃分の住む地域に関わりたいから

《健康志向型》

⽬的性

共
同
性

（松村, 2009）

462．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状
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NORAのリスク管理に対する取り組み

2．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状



482．森林づくり・⾥⼭保全の経緯と現状
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493．NORAの課題対策への考え⽅と具体的なアプローチ
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NORA収⽀差額の推移
⾥⼭でシゴトする！ ⾥⼭とかかわる暮らしを
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• ⾏政からの受託事業に
依存すると、経営上の
リスクが⾼くなる。

• ⾏政＋NPOの市⺠協働
による政策化は、正当
性に⽋ける。



Mさんの履歴

1969

20101980 1990 20001970

⼤
学
⼊
学
︵
理
系
・
地
理
︶

就
職
︵
環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
︶

退
職

⼤
学
院
修
⼠
⼊
学
︵
社
会
学
︶

⼤
学
院
博
⼠
進
学

⾮
常
勤
職
員
︵
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
県
研
究
所
︶

⼤
学
院
退
学
・
転
職
︵
⼤
学
教
員
︶

芝居
NPO・市⺠活動

地
球
サ
ミ
ッ
ト
＠
リ
オ

Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
＠
京
都

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

⼩
学
校
⼊
学

中
学
校
⼊
学

⾼
校
卒
業

地球環境問題
環境アセスメント

⾥⼭ボランティア

沖縄の環境と開発

原発問題

2017

NTの社会運動

国境地域の
保守

福
島
原
発
事
故

退
職
・
再
雇
⽤
︵
特
任
教
員
︶



52

NPOがミッションを実現するための⼿法
政策化を⽬ざす：トップから変える
• 環境政策に関⼼のある⾸⻑、議員を当選させる。
• 話のわかる⾏政職員らと協働して、事業実施、制度設計

などを図る。 制度化

主体形成を図る：ボトムから変える
• 同じ理念で活動する⼈・団体を増やす。
• 同様の志向性で活動する⼈・団体をつないで、⽣き⽅・

働き⽅として⾒せる。

第1期：⾥⼭でシゴトする！

第2期：⾥⼭とかかわる暮らしを
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事務所をフリースペース「はまどま」へ
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NORA収⽀差額の推移

※第8期は6ヶ⽉

⾥⼭でシゴトする！ ⾥⼭とかかわる暮らしを
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関係的に「⾥⼭」を捉える
「⾥⼭」に込められる様々な意味
• 奥⼭に対する⾥⼭
• ⽣物多様性保全上重要な⾥⼭
• ⽥舎（地⽅）暮らしをイメージさせる⾥⼭

「⾥⼭」の捉え⽅
• 私たちが⽣きる上では、実体的に捉えるよりも、

関係的に捉える⽅がいい。
• ⼈と⾃然の関係性を「取り戻す」ことが重要。

60



環境思想における「かかわり⾰命」
• ⽣活環境主義：近い⽔←→遠い⽔（嘉⽥由紀⼦）

• かかわり主義（井上真）

• 新しいコモンズ（宮内泰介）

• 社会的リンク論：かかわりの全体性（⻤頭秀⼀）

→かかわる⼈びと・社会にとって良いこと
→かかわられる対象（資源／⽣態系）にとって良いこと

61
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“かかわり⽅はいろいろ”
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現代社会の都市住⺠が⾥⼭とかかわる意味
「眺める⾃然」から「かかわる⾃然」へ

• かかわることで、⾃分の所有地でなくても、当事者性が芽
⽣え⾃分事になる。

• 流動性の⾼い現代社会にあって、かかわる場所を持つこと
は、係留点／基準点を与えてくれる。
空間（space）から場所（place）へ

• 私から⾒た→⽣き⽅、暮らし⽅の問題
• 宇宙から⾒た→社会-⽣態系の資源活⽤問題

環境統治性 win-win?
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かかわりから学ぶ「⾃然の他者性」
〜他者と共に⽣きるために〜

• ⾥⼭とかかわることで、⾃然の他者性（⻤頭, 2015）

を思い知らされる。
• ⾃然の全てを制御できると考えず、⾃然から恵み

を受け取るとともに、禍も受け⼊れられる（同時
に⾃分も受け⼊れられる）。

→他者を受け⼊れ、共に⽣きる⼒
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持続可能な⾥⼭ガバナンスに向けた
NORAの取り組み

1. ⾥⼭保全ボランティアの世代交代
• よこはま⾥⼭レンジャーズ
• 若⼿リーダー育成研修

2. ⾥⼭保全をシゴトに／⾥⼭のシゴトが保全に
• まちの近くで⾥⼭をいかすシゴトづくり

65



ボランティアの世代交代（萌芽更新）
に向けて

66

• 2012年〜よこはま⾥⼭レンジャーズ
– 認定NPO法⼈⾃然環境復元協会のレンジャーズプロジェク

トの仕組みを、横浜市内の⾥⼭でコーディネート。

– 20〜40代の参加が多い。ボランティア活動の⼊⼝。

• 2015年〜⾥⼭ボランティア若⼿リーダー育成
– 安全で楽しい⾥⼭保全活動をリードする若者の育成。

⽇本環境保全ボランティアネットワーク（JCVN）と連携。



よこはま⾥⼭レンジャーズ
• レンジャーズ登録者数は約2,200⼈。参加者には学⽣、20〜

30代の社会⼈のほか、⼦育てを終えた世代も多い。
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3．森づくり活動のこれから 68



はまどま

川井緑地

恩⽥の⾕⼾

瀬上市⺠の森

新治⾥⼭公園

カーリットの森
桜ヶ丘緑地
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安全で楽しい森づくりを担う若⼿リーダー育成
• ⾥⼭保全ボランティアの若⼿現場リーダー育成講座

座学：リーダー概論、リスク評価・管理など
実習：作業計画づくり、道具の使い⽅、グループでの伐倒など
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The Conservation Volunteers [U.K.]の
リーダー養成プログラムを応用
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⾃律的な暮らしへ向かうムーブメント
• リーマンショック（2009）、東⽇本⼤震災（2011）後の現

在、⾼度にシステム化された脆弱な都市⽣活より、地域に
根ざした農⼭村での暮らしを志向し、地⽅への移住を選ぶ
⼈もいる。

• もっぱら消費するのではなく、できるものは⾃給して、⼿
が届きにくい政治や経済に左右されない⾃律的な仕事と暮
らしを⽬ざす動きが強まっているようだ。

• まちの近くでも、地域の⾃然・⽂化とかかわる暮らしを選
び、仕事をつくる⼈が現れてきた。



ボランティアではなく若者に魅力あるシゴトづくりへ

• 2016年〜 まちの近くで⾥⼭をいかすシゴトづくり

– ⾥⼭保全、公園管理、農福連携、環境教育、地域
おこし、⽊⼯、ネットショップ、経営診断などを
専⾨とする有志よるプロジェクトチームを発⾜。

– 都市近郊の⾥⼭の資源・空間を活⽤した社会的起
業を⽀援するプラットフォームづくりへ。

– ⾥⼭保全をシゴトへ→⾥⼭でのシゴトが保全に

3．森づくり活動のこれから 75



まちの近くで⾥⼭をいかすシゴトづくり
• 2016.1 シゴトづくりワークショップ@横浜

登壇者：8名 参加者：のべ140名（2⽇間）
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まちの近くで⾥⼭をいかすシゴトづくり
• 2017.2 仕事と暮らしフォーラム@多摩

登壇者：6名 参加者：60名（1⽇間）
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⾚：NORA現場
緑：プロジェクト現場
⻩：シゴトづくり仲間



持続可能な⾥⼭保全の仕組みづくりへ
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⾥⼭をいかすシゴトづくり仲間

80

• NPO法⼈NPOフュージョン⻑池 公園づくり、⾥⼭保全
• NPO法⼈多摩草むらの会 農福連携
• NPO法⼈⽇本の⽵ファンクラブ 観光まちづくり

• （株）ＦＩＯ 農業、まちづくり
• たまエンパワー（株） ⾃然エネルギー
• （⼀社）⼋王⼦協同エネルギー ⾃然エネルギー、⾥⼭
• （⼀社）まちやま ⾃然体験、環境教育
• （⼀社）エリアマネジメント南⼭ まちづくり
• NPO法⼈森ノオト ローカルメディア
• コマデリ 地産地消
• 薪まきカフェ コミュニティカフェ など

参考：TABICA



2017.10.9 実践ゼミナール@新治（横浜）
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• ⼈びとのネットワークづくり
テーマ別ワークショップ 、フォーラム開催
メーリングリスト情報交換

• ⼈や情報が集まるサイトづくり
「⾥⼭をいかす仕事」と「⾥⼭とかかわる暮らし」の応援
プロボノ集団（a-con）に協⼒を依頼中

• 活動を⽀える理念づくり
3.11後の仕事と暮らしのあり⽅、理念づくり
実践者と研究者との対話を企画

現在取り組んでいること
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2017.11.9 環境倫理ゼミナール@⻘⼭
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NPOがミッションを実現するための⼿法
政策化を⽬ざす：トップから変える
• 環境政策に関⼼のある⾸⻑、議員を当選させる。
• 話のわかる⾏政職員らと協働して、事業実施、制度設計

などを図る。 制度化

主体形成を図る：ボトムから変える
• 同じ理念で活動する⼈・団体を増やす。
• 同様の志向性で活動する⼈・団体をつないで、⽣き⽅・

働き⽅として⾒せる。

第1期：⾥⼭でシゴトする！

第2期：⾥⼭とか
かわる暮らしを

第3期：⾥⼭とかかわる
仕事と暮らしづくり？

NPO＋⾏政

NPO＋社会的起業家＋
新規就農者等の有志連合



NORAの環境運動の現在
• ⾼度成⻑期以降、⾥⼭は放棄され、開発された。
• ⾥⼭の特徴である持続性や多様性は、経済効率性よりも軽視

された。→社会のあり様が景観に表れる

• ⾼度成⻑期の開発モデルに希望を持てない⼈が増えている。
• グローバルな環境統治性の⽀配に抗う多様で個⼈化された

⽣。
• 社会を変えるのに、上からの制度化を⽬ざすのではなく、下

からのシゴトやナリワイ（伊藤, 2014）づくりの拡がりと連な
り、現代都市社会における⽣き⽅、働き⽅を⾒直す運動を展
開。 85



• 個⼈ベースの変⾰のゆるやかな連帯は、マクロな
社会-⽣態系、⾥⼭ガバナンスのあり⽅に対して、
いい変化を促すのか？

• 流動性の⾼い現代の都市社会に住む個⼈の⽣き⽅
の問題と、社会-⽣態系の資源活⽤の問題の同時解
決はありうるのか？

• ⾃然の他者性に触れながら、共に⽣きていくこと
を探る意味は？

論点

86



終
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